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≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜
◆実質賃金3年連続マイナス、中小企業は急ブレーキ　24年度0.5%減

・厚生労働省が22日に発表した2024年度の実質賃金は前年度から0.5%減少し、3年連続のマイナスとなった。コメな

ど食品を筆頭に物価上昇が続く状況で、25〜29年度の5年間に1%程度の上昇を定着させる政府目標を実現できるか

は中小企業の賃上げ持続が左右する。

◆中途求人倍率、4月は2.36倍に低下　求職者増で1年9カ月ぶり水準

・パーソルキャリア（東京・港）が22日発表した4月の中途採用求人倍率は前月比で0.15ポイント低下し2.36倍となっ

た。求人数が0.6%減とほぼ横ばいとなる一方で、転職希望者が5.6%増加した。前年同月比でも求人倍率は0.3ポイン

ト下がり、1年9カ月ぶりの低水準。

◆恋人の居住地に転勤希望OK　トラスコ中山、遠距離恋愛の不安払拭へ

・社員の遠距離恋愛の不安を払拭しようとする企業の動きが広がっている。専門商社のトラスコ中山は4月、恋人の

居住地近隣に転勤を希望できる制度の運用を始めた。矢作建設工業は転勤先の恋人を訪れる際の旅費を会社が

負担している。人手不足が強まるなか、社員の人生設計を支援し、新卒確保や若手社員の定着につなげる。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆1〜3月期機械受注3.9%増、2四半期連続プラス　4〜6月期は減少見通し

・内閣府が発表した1〜3月期の機械受注統計によると、設備投資の先行指標とされる民需（船舶・電力を除く、季節

調整済み）は前期比3.9%増の2兆7632億円。プラスは2四半期連続。3月末時点の4〜6月期の受注額見通しは前期

比2.1%減。非製造業（船舶・電力除く）が5.7%増とけん引。化学機械などを含むその他非製造業の伸びが大きかった。

◆4月粗鋼生産6.4%減　高炉休止で2カ月ぶりマイナス

・日本鉄鋼連盟は4月の国内粗鋼生産量が前年同月比6.4%減の660万5000トンだったと発表。2カ月ぶりの減少とな

った。日本製鉄が3月末に茨城県の鹿島地区にある高炉のうち1基を休止したことなどが響いた。中国による鋼材の

過剰生産が続き、海外市況は低調に推移している。

◆4月住宅展示場来場者、関東、近畿2ケタ減　北海道9カ月連続増

・住宅展示場協議会と住宅生産振興財団が公表した4月の住宅展示場来場者組数は、20万8556組（前年同月比

12.9％減）だった。プラスとなったのは北海道のみで、その他の7エリアは減少。北海道は0.2％増と微増ながら9カ月

連続の増加となった。関東（12.0％減）は、2月に1会場閉鎖した影響で2カ月連続の2ケタ減。

≪　注目商品　≫
■YKKAP、リフォーム用樹脂製内窓「ウチリモ 内窓」

・引違い窓の見込みを薄くし、さらに枠を室内側に持ち出す「枠持ち出し納まり」により、窓額

縁の取り付け寸法が最小47mmあれば、ふかし枠なしで取り付け可能なリフォーム用樹脂製

内窓。ふかし枠と補強材が不要なため意匠性が向上し、費用も抑えることができる。

■HiKOKI、軽量・コンパクトなコードレス真空ポンプ

・電動工具ブランド・HiKOKI（ハイコーキ）から「コードレス真空ポンプ UP18DYA」を6月27日

に発売。HiKOKI初のコードレス真空ポンプで、一般住宅のルームエアコンから5馬力クラス

の業務用パッケージエアコンまで対応する。

■エクソル　最大21kWh、高耐久・省施工なハイブリッド蓄電システム

・太陽光発電と組み合わせて使用するハイブリッド蓄電システムの新モデル3機種を発売。

筐体を水深40cmに72時間浸すテストを実施してクリア。塩害地・寒冷地のような過酷な環

境に設置でき、台風で停電しても安全に動作し、蓄えた電気を使うことができる。


